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かけはし （１）第４２号 

 

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長 

 

芝 

伸
彦 
１
等
陸
佐
）
は
、
令
和

２
年
４
月
４
日
（
土
）
豊
川
駐
屯

地
、
５
日
（
日
）
大
久
保
駐
屯
地
、

７
日
（
火
）
大
津
駐
屯
地
、
10
日

（
金
）
松
山
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第

15
期
一
般
曹
候
補
生
約
７
７
０

名
（
男
子
約
７
４
０
名
、
女
子
約

30
名
）
、
自
衛
官
候
補
生
女
子
約

２
８
０
名
の
入
隊
式
を
実
施
し
た

。 
 

満
開
の
桜
が
咲
く
中
、
各
自
衛

隊
地
方
協
力
本
部
長
や
担
当
広
報

第
15
期
一
般
陸
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式 

服務の宣誓 

 

大津駐屯地 

混成団長訓示 初々しくも力強い行進 

大久保駐屯地 

松山駐屯地 豊川駐屯地 

大津駐屯地 

松山駐屯地 

訓示受け 服務の宣誓 

満開の桜の下、真新しい制服に身を包み、声高らかに宣誓 

官
が
見
守
る
中
、
真
新
し
い
制
服

に
身
を
包
み
緊
張
し
た
面
持
ち
で

臨
ん
だ
入
隊
式
は
、
国
旗
に
敬
礼
、

申
告
、
宣
誓
、
執
行
者
式
辞
等
の

順
で
進
行
し
た
。 

 

立
会
官
と
し
て
参
列
し
た
混
成

団
長
は
、「
み
ん
な
の
こ
れ
ま
で
の

過
去
は
変
え
ら
れ
な
い
。
で
は
、

光
り
輝
く
未
来
は
あ
る
の
か
。
そ

ん
な
に
甘
く
も
な
い
。
で
は
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
。そ
れ
は『
今

を
全
力
で
頑
張
る
こ
と
。』こ
れ
が

未
来
に
繋
が
る
。
今
、
大
変
な
こ

と
か
ら
逃
げ
出
し
た
ら
、
今
、
大
変

な
こ
と
か
ら
目
を
背
け
た
ら
絶
対

未
来
は
上
手
く
い
か
な
い
。自
衛
隊

を
続
け
て
い
く
う
ち
に
嫌
な
こ
と
、

辛
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

『
絶
対
に
逃
げ
る
な
。』 

 

ま
た
、
こ
の
教
育
に
当
た
る
教

官
、
助
教
、
中
隊
本
部
の
皆
さ
ん
新

隊
員
を
我
が
子
の
よ
う
に
可
愛
が

っ
て
あ
げ
て
欲
し
い
。」
と
訓
示
し

た
。 

 

各
課
程
の
教
育
は
６
月
下
旬
ま

で
約
３
ヶ
月
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、

自
衛
官
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
知

識
及
び
戦
技
を
修
得
さ
せ
る
。 

隊員浴場での入浴 隊員食堂での食事 基本教練（敬礼動作）の訓練 

３月末頃から順次着隊 制服類の採寸、貸与 名札等の縫い付け 

大津駐屯地 

大津駐屯地 松山駐屯地 

大津駐屯地 

入隊式の模様はYouTubeでご覧になれます！ 



 

かけはし （２）第４２号 

 

第

49
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

関
谷  

拓
郎  

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和

２
年
３
月
16
日
（
月
）
豊
川
駐
屯

地
に
お
い
て
着
任
式
を
実
施
し
た
。 

 

混
成
団
長
か
ら
の
紹
介
の
後
、

連
隊
行
事
に
移
行
し
、
関
谷
連
隊

長
は
着
任
に
あ
た
り
、「
防
衛
警
備
、

大
規
模
災
害
な
ど
の
脅
威
に
対
し

て
与
え
ら
れ
る
任
務
に
コ
ア
連
隊
・

フ
ル
連
隊
の
区
別
は
な
い
。 

 

任
務
に
応
え
る
実
力
を
保
持
し

維
持
す
る
た
め
に
は
、各
人
の
意
識

と
努
力
は
も
ち
ろ
ん
地
域
社
会
の

信
頼
を
獲
得
し
て
、
即
応
予
備
自

衛
官
が
勤
務
す
る
一
般
企
業
の
直

接
的
な
理
解
・
協
力
を
得
る
こ
と
も

ま
た
不
可
欠
で
あ
る
。 

 

諸
官
が
日
々
の
訓
練
・
業
務
に

や
り
が
い
を
感
じ
努
力
し
た
分
だ

け
日
々
成
長
し
、あ
る
い
は
勤
務
環

境
が
改
善
で
き
る
よ
う
隊
務
を
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
（
要

旨
）
」
と
初
心
を
述
べ
た
。 
第９代連隊長 関谷１佐着任

第４９普通科連隊長 

関谷 拓郎
せきや たくろう

 

昭和４０年生まれ 出身：北海道 

１等陸佐 

統率方針「常即一体」 

要望事項「現場第一」 

    「日々向上」 

混成団長からの紹介 

巡 閲 

 

第
47
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長 

佐
藤 

篤 

１
等
陸
佐
）
は
、
令
和

２
年
３
月
16
日
（
月
）
海
田
市
駐

屯
地
に
お
い
て
初
級
幹
部
任
官
行

事
を
実
施
し
た
。 

 

行
事
は
、
初
級
幹
部
任
官
者
３

名
に
対
し
、
幹
部
任
官
を
祝
福
す

る
と
と
も
に
、
初
級
幹
部
と
し
て

の
重
責
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
当
初
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
武
装
走
、
格
闘
訓
練
の
組
手
を

10
本
実
施
後
、
連
隊
所
属
全
隊

員
の
前
で
幹
部
自
衛
官
の
服
務
の

宣
誓
の
順
で
行
わ
れ
た
。 

 

任
官
者
は
、
終
始
中
隊
の
先
輩

隊
員
か
ら
叱
咤
激
励
を
受
け
全
身

全
霊
で
行
事
に
臨
み
、
連
隊
長
か

ら
階
級
章
を
授
与
さ
れ
た
後
、
壇

上
か
ら
連
隊
所
属
全
隊
員
に
対
し

決
意
表
明
を
実
施
し
て
、
初
級
幹

部
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
だ
し

た
。 

 

今
後
３
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中

隊
で
部
隊
の
牽
引
者
と
な
る
べ
く

任
務
に
邁
進
し
て
い
く
。 

初級幹部任官行事を実施 

第４９普通科連隊 

第４７普通科連隊 

幹部自衛官の服務の宣誓 

主要勤務歴 

第１２普通科連隊      （国 分） 
富士学校普通科部      （富 士） 
第１６普通科連隊中隊長   （大 村） 
陸上幕僚監部防衛部     （檜 町） 
第１空挺団本部       （習志野） 
第１空挺団第３普通科大隊長 （習志野） 
第９師団第２部長      （青 森） 
自衛艦隊司令部連絡官    （船 越） 
第９師団監察官       （青 森） 
第１０普通科連隊長     （滝 川） 
海賊対処行動支援隊司令官  （ジブチ） 
 

 

第
４
陸
曹
教
育
隊
（
隊
長  

長
谷
部  

浩
司  

２
等
陸
佐
）は
、

令
和
２
年
４
月
１
日
（
水
）
第

63
期
生
徒
陸
曹
候
補
生
課
程

を
皮
切
り
に
、
第
１
３
６
期
初

級
陸
曹
特
技
課
程
、
第
37
期
陸

曹
候
補
生
課
程
（
１
次
）
、
第
１

９
７
期
陸
曹
上
級
課
程
、
第
72

期
陸
曹
基
礎
英
語
課
程
計
約

３
１
０
名
の
入
校
者
を
受
け
入

れ
、
令
和
２
年
度
の
陸
曹
課
程

教
育
を
開
始
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ま
た
、
４
月
７
日
（
火
）
に

令
和
２
年
度
陸
曹
課
程
教
育
開
始 

混成団長講話（陸曹候補生課程） 

戦闘訓練（生徒陸曹候補生課程） 

入校式（初級陸曹特技課程） 

は
混
成
団
長
が
陸
曹
候
補
生

課
程
学
生
に
対
し
講
話
、
４
月

14
日
（
火
）
に
は
第
10
師
団

長
（
鈴
木 

直
栄 

陸
将
）
が
陸

曹
上
級
課
程
の
学
生
に
対
し

て
訓
話
し
た
。 

 

隊
は
「
俺
を
見
よ
、
俺
に
続

け
」の
指
標
の
も
と
入
校
学
生

の
指
導
は
も
と
よ
り
、基
幹
隊

員
に
つ
い
て
も
自
ら
鍛
え
る

意
識
を
持
ち
、
令
和
２
年
度
の

各
種
課
程
教
育
を
実
施
し
て

い
く
。 

３km武装走 階級章の授与 

着任式 

着任部隊長紹介 


